
1. 学校紹介

本校の所在地開成町は，神奈川県の西部を流れる酒

匂川の扇状地のほぼ中央に位置している。原始・古代

の酒匂川は，足柄平野の中で流れを変えながら扇状地

を形成し，洪水の危険にさらされながら集落が形成さ

れた場所とされている。この地域に明治 40 年 4 月足

柄上郡立農業補習学校として創立し，その後幾多の変

遷を経ながら，昭和 23 年 4 月に神奈川県立吉田島農

林高等学校となり，昭和32 年 4 月に農林土木科設置，

農業の専門高校として地域社会と連携しながら大きな

役割を果たしてきた。平成 22 年 4 月に学科改編とな

り，現在の吉田島総合高等学校となった。園芸デザイ

ン系列，地域環境系列，ライフデザイン系列，人文国

際系列，科学・情報系列の5系列からなり，特に農業

に関する系列を有する総合学科高校は県内唯一であ

る。

写真-1 神奈川県立吉田島総合高等学校

本校1年次は5クラス募集の定員198 名で入学し，

6クラスの展開できめ細かく指導している。生徒数は

現在575 名（男子266 名，女子309 名）在籍している。

1年次には系列に関係なく全員が「農業と環境」を学

ぶ特徴がある。2年次よりそれぞれの系列に分かれ，

系列内の科目を選択，学びを深めていく。

2. 新教育課程について

本校の教育課程は必修科目，系列選択科目，自由選

択科目がある。1 年次は全科目必修科目で，2 年次か

ら必修科目と系列選択科目および自由選択科目とな

る。

（1） 地域環境系列について 本校における農業土

木教育は，専門高校時の農林土木科，環境土木科から

の流れをくみ，現在は地域環境系列の中で行われてい

る。1 年次で「農業と環境」において農業の多面的機

能，物質循環の重要性を学習し，環境保全に配慮する

態度を育て，2年次からの専門教育に関連付けていく。

（2） 履修する専門科目 （ ）は単位数

1年次：農業と環境（3）

2年次：測量（2），農業土木設計（2），

農業土木施工（2），水循環（2），

土木実習（2），土質（2），

森林科学（2），森林経営（2）

3年次：測量（2），農業土木設計（2），

農業土木施工（2），水循環（2），

土木実習（2），社会基盤工学（2），

森林科学（2），森林経営（2），

林産物利用（2）

3. 専門学科から総合学科へ

農林土木科は社会基盤の整備，農地の整備と土地改

良を行う土木技術者の養成のために，昭和 32 年 4 月

に設置された。以後，農林土木科として 33 回，環境

土木科として 20 回の卒業生を送り出し，農業土木・

土木の技術者として地元地域を中心に農村基盤，社会

基盤の整備に携わってきた。中でも技術系公務員とし

て，農林水産省，国土交通省，県庁，市役所，町村役

場などで多くの卒業生が活躍している。

平成 22 年 4 月に専門学科から総合学科に改編さ

れ，地域環境系列として農林土木科・環境土木科の伝

統を引き継ぎながら，農業土木教育の取組みを充実さ

せることとした。

4. 伝統的な農業教育

本校では農業教育の要として明治 43 年に箱根の外

輪にあたる場所に矢倉沢演習林が設置された。現在で

スクール便り・伝統的な農業教育を活かす総合高校

水土の知 83（ 8）

59

703

伝統的な農業教育を活かす総合高校

神奈川県立吉田島総合高等学校 総合学科地域環境系列

◆ ◆



は，演習林の面積は約30 ha あり，植栽面積の約8割

はヒノキである。また演習林には「黒ヶ畑寮」という

宿泊施設があり，演習林での管理作業や宿泊学習に利

用している。かまどで自炊しながらの実習に伝統をみ

ることができる。

1年次生には夏休みを利用し，全クラスが1クラス

ごとに 1 泊 2 日で生活訓練と環境教育学習を実施し

ている。演習林内を見学しながら，森林の果たしてい

るさまざまな機能や森林の管理と環境保全について学

習する。地域環境系列の生徒は3年次に実習としてコ

ンパス測量・路線測量・砂防ダムの設計などを実施

し，現場教育に力を入れて取り組んでいる。また，秋

には演習林管理作業として全校生徒が交代で1日ずつ

間伐・枝打ちなどの森林の管理作業を行っている。こ

の作業を通して健全な森林の育成のためには計画的な

保育・管理が必要であることを生徒一人ひとりが学ぶ

場となっている。

したがってこの演習林は，生徒が体験的に森林の果

たす役割や森林の大切さを学ぶ「学びの森」として重

要な役割を果たしている。

本校が所有する矢倉沢演習林においての創立以来百

余年に渡る組織的・計画的な林業教育や環境教育が全

国的に高く評価され，昨年度全日本学校関係緑化コン

クール学校林活動の部で「特選」農林水産大臣賞を受

賞した。

5. まとめ

総合学科に改編後，入学当初より卒業後の進路をイ

メージできていない生徒が多くなっている。6年目を

迎えた総合学科地域環境系列であるが，比較的土木関

係からの求人が多くあり，公務員，鉄道関連，地元建

設業への就職者が多い。反面，大学・専門学校への進

学を希望する生徒が極端に減少している。地域環境系

列を選択する生徒それぞれの目的意識を高める工夫を

凝らしながら土木関連の資格取得に力を入れ，これま

で築いてきた伝統を活かした教育を実践し，今後も地

域の社会基盤づくりに貢献できる生徒の育成に努めた

い。

（神奈川県立吉田島総合高等学校 総合学科

地域環境系列教諭 古澤秀忠)
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写真-2 黒ヶ畑寮

写真-3 寮での環境学習

写真-4 演習林実習
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